
様式１

糸満市立兼城小学校 第２回学校運営協議会 報告書

１ 開催日時 令和４年 ８月１９日（金） １８：００～２０：３０

（講演会終了後協議会実施）

２ 場 所 兼城小学校図書館

３ 参 加 者 学校職員３名

学校運営協議会委員４名 計７名

４ 会議および熟議のテーマ・内容

「テーマ：学校評価アンケートを踏まえた学校改善の取り組みについて」

(1) １学期の学校評価について確認（保護者アンケートから）

(2) 学校への要望と改善策について

(3) ２学期からの改善の取り組みについて意見・情報交換

(4) その他

５ 熟議で話し合われたこと

（１）熟議(1)についての確認

学校評価の保護者アンケートを確認すると満足度の高い評価を得られているが

「読書に関すること」「子どものことについて相談に関すること」「家庭での徒

歩登校の支援についての」「生活指導の取り組み」の満足度が８割弱で比較的

低い傾向が 見られた。また保護者からの要望として「公文の早めの周知」「子

供の宿題について」「熱中症・コロナ対策について」「授業参観の持ち方」「学校

の保清」「体育着のカラーの統一」などの要望が見られた。

（２）熟議(2)についての対応策について

①「子どものことに関する相談」→担任の他、スクルールカウンセラーや教育相

談員の活用の周知を図る。

②「熱中症やコロナ対策」→マスクの着脱に関する指導や新型コロナ陽性の際の

欠席日数の問い合わせに対する対応について職員の

共通認識を図ることなどが確認された。

③「授業参観の持ち方」→各字の参観順序固定化は避け、参観順序のローテーシ

ョン化を図る。

④「公文について」→公文の内容の中身の決定を早めに行い速やかに発送する。



⑤「学校の保清について」→児童玄関や階段など多くの児童が普段使いで一斉に

活用されるところは清掃をまめに行う。

⑥「体育着のカラーの統一については」PTA役員や保護者の意見を踏まえ検討す

る。

⑦「子どもの宿題について」→学校から出される宿題については授業において子

どもの課題となっているところや児童個々の課題に応じ他対応をする。

上記７点の対応策について学校が対応可能な事項として確認された。

（３）熟議(3)について

児童の登下校の安全については学校だけでは解決が困難であることから民生委

員からも糸満署や交通安全協会等の関連機関への問い合わせを行いアンテナを

広げ、学校の教育活動につなげることを確認した。また、学校としては出欠や

登下校時の安否確認・連絡にはメール機能の整備や携帯電話の許可の周知を行

うなどの対応を行うなどの意見や情報交換を行った。

（４）熟議(4)について

学校運営協議会のメンバーから「学校だより」の増刊を行い学校からの発信を

増やしてほしいとの要望があった。また地域コーディネーターと学校とで学校

に関することや学校運営の仕組みについて情報交換を行いたいとの要望もあっ

た。

６ 次回予定 令和５年 １月１３日（金） ９：３５～授業参観

１０：２５～学校運営協議会


